
※大学授業や行事等により開催日を変更、またテーマも変更する場合があります。

※展覧会スケジュールは変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

広
報
38

本学関係者による展覧会情報
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■ 兼先恵子 斎藤高志 大住由季 栗原知枝／染織

 『京都府工芸作家協会』
 会期：9月27日（火）～10月16日（日） 　会場：京都文化博物館（京都）
■ 江村耕市／メディアデザイン

 『五感で感じる和の文化事業・京都創生座 番外編
 〈伝統芸能バリアブル〉キュピキュピと伝統芸能の女たち』
 会期：10月16日（日） 13：00／17：00(２回公演) 会場：京都芸術劇場・春秋座(京都)
 ※ビジュアルデザインを担当

■ 栗原知枝 吉引ありさ 安藤隆一郎／染織

 『清流展』
 会期：9月25日（日）まで開催中　会場：染・清流館（京都）
■ 栗原知枝／染織

 『栗原知枝 染色展』
 会期：2012年1月22日（日）～1月27日（金）　会場：ギャラリーマロニエ5F（京都）
■ 安藤隆一郎／染織

 『六甲ミーツ・アート芸術散歩2011』
 会期：11月23日（水・祝）まで開催中　会場：六甲ケーブル（兵庫）
 ※グループ「（ゆ）」のメンバーとして出品

附属ギャラリー「アートスペース嵯峨」

附属博物館

■『京都嵯峨芸術大学附属博物館開館10周年記念展
 おもちゃ絵の軌跡～郷土玩具とおもちゃ絵～』
 会　　期：10月9日（日）～12月7日（水）10時～17時
　休 館 日：10月9日,11月6日を除く日曜日、11月12～11月14日　 
 記念講演：10月29日（土）14時30分～16時（会場は学内AVホールを予定）
 講  演  者：森田俊雄（『和のおもちゃ絵・川崎巨泉』著者）

■『京都嵯峨芸術大学短期大学部専攻科 日本画作品展』
 日時：10月25日（火）～10月30日（日）　10時～18時　※最終日は17時まで　無休

■『嵯峨地域小学校・中学校・高校・大学連携交流展』
 日時：11月16日（水）～11月19日（土）　10時～17時　※最終日は16時まで　無休

■『SAGA ART JAM 展』
 日時：11月21日（月）～11月27日（日）　10時～18時　※最終日は16時まで　無休

■『大学院修了作品展』
 日時：2012年1月11日（水）～1月13日（金）　10時～18時　※最終日は1７時まで　無休

■『めくるめくるファンタジー 絵本とその原画展』
 日時：2012年1月15日（日）～1月22日（日）　10時～18時　※最終日は1７時まで　無休

［編集後記］ 今号より誌面をリニューアルしました。文字は新聞をイメージした縦組みで、これまでよりも読
みやすく掲載情報の充実を目指してデザインしました。印象など、皆さんのご意見もお聞かせくださいね。さ
て、学園創立40周年記念事業も残すところ10月15日のシンポジウムのみになりました。記念事業は終わって
も、その後の嵐芸祭も今年はパワーアップして開催する予定です。40年の節目を経て、さらにその先へと歩
み続ける嵯峨芸にご期待ください。(広報室)

出版情報／メディアでの紹介

■真板昭夫教授が共著で執筆した書籍が刊行
『〔東日本大震災・原発事故〕復興まちづくりに向けて』
編　者：学芸出版社編集部
出版社：学芸出版社
発行日：2011年7月22日
定　価：1890円（本体1800円）
ISBN978-4-7615-1289-7

■第64回
 9月24日（土）

■第65回
 10月22日（土）

■第66回
 11月26日（土）

■第67回
  1月21日（土）

■第68回
  3月24日（土）

連続公開講座「京の美意識」スケジュール

あらし山びこスケジュール

附属博物館は今年度で開館10周年を迎えます。その記念展として、浅見素石先
生のご遺族より寄贈されました郷土玩具書籍を中心に、「おもちゃ絵」の軌跡を
辿ります。優れた郷土玩具の衰亡を嘆く多くの画家や民芸を愛する者たちが、変
わり行く郷土玩具の面影を留め、後世に伝えていこうと様々な「おもちゃ絵」を描
きました。作家それぞれの「おもちゃ絵」の捉え方、表現の仕方を、実際の郷土玩
具とともにお楽しみください。

本学附属図書館の児童書コーナー「あらし山びこ」では、近隣の小学生や児童を
対象に、季節に合わせた絵本の読み語りイベントを開催しています。地域のみな
さんと京都の文化を学び、ふれあう時を一緒に過ごしながら、子どもたちの読書の
第一歩を応援しています。

2011年は学園創立40周年を迎えることから、講師陣は全て本学関係者で開催い
たします（参加無料）。本学が40年にわたり培った「京の美意識」を工芸、文化、歴
史等の各分野からお話しいただきます。また、ご希望の方には過去の講演録を販
売しています（一冊千円）。
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日時：第3土曜日（11月を除く） 13：30～　入場料：無料 参加自由
場所：京都嵯峨芸術大学 罧原キャンパス「有響館」1階 附属図書館内

 回  日程 プログラム テーマ
 5  2 0 1 1年10月1 5日（土） 3 0分  しゅうかくさい
 6  2 0 1 1年1 1月  5日（土） 8 0分  はたらく
 7  2 0 1 1年1 2月17日（土） 3 0分  おしょうがつ
 8  　 2012年  1月2 1日（土） 3 0分  かみさま
 9  　 2012年  2月1 8日（土） 3 0分  おに
 1 0  　 2012年  3月17日（土） 3 0分  たびだち

山路 興造
＜民俗芸能学会・藝能史研究会代表、
元本学客員教授>

土田 博之
＜株式会社　土田人形　
代表取締役社長・本学卒業生>

深田 進
＜本学名誉教授>

三好 郁朗
＜本学学長>

大森 正夫
＜本学教授>

祭りに輝く京の美意識

物作り、京陶人形を通して

古代山背の神奈備の山河に
神 と々秦氏と鴨氏のいる「眺め」

京都とパリと　
―異文化のはざまで思うこと―

京の空間美
～花の見方に作法があるなら～

※いずれの回も14：20～有響館G401教室にて（参加無料）。
　お申込み・お問合せは文化事業部まで。TEL.075-864-7898



２
０
１
１
年
度

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
報
告

　

２
０
１
１
年
度
は
、前
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
を

４
月
29
日（
金
・
祝
）、７
月
29
日（
金
）

に
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
６
月

19
日（
日
）、７
月
30
日（
土
）、31
日

（
日
）、10
月
９
日（
日
）に
開
催
。

　

現
在
、10
月
９
日（
日
）の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
の
日
程
を
終
了

し
、総
来
場
者
数
は
１
２
２
１
名（
受

験
生
８
４
４
名
、保
護
者
３
７
７

名
）と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
で
は
、４
月
に

公
開
さ
れ
た
授
業
の
合
評
を
７
月

に
公
開
す
る
な
ど
、各
イ
ベ
ン
ト

へ
の
受
験
生
の
継
続
的
な
参
加
を

目
指
し
ま
し
た
。今
回
の
オ
ー
プ

ン
ク
ラ
ス
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
課
題
を
10
月
９
日（
日
）の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、来
年
度
以
降
の

オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（
入
試
課
）

教
育
後
援
会
報
告

　

平
成
23
年
度
教
育
後
援
会
総
会
が

７
月
３
日（
日
）に
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス

A
V
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、22
年

度
事
業
報
告
・
決
算
と
23
年
度
事
業

計
画
・
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。引

き
続
き
、坂
田
岳
彦
学
生
部
長
か
ら

学
生
生
活
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、

閉
会
後
、学
科
分
野
別
に
担
当
教
員

と
の
懇
談
会
、希
望
者
に
は
成
績

関
係
や
学
生
生
活
、進
路
関
係
に

つ
い
て
の
個
別
相
談
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
大
覚
寺
見
学
会
に

は
40
名
の
保
護
者
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、理
事
長
の
法
話
の

後
、大
覚
寺
の
名
宝
見
学
や
境
内

散
策
な
ど
を
ご
堪
能
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
総
務
課
）

入
試
相
談
会

進
路･

就
職

支
援
サ
ポ
ー
ト
報
告

　

７
月
30
日（
土
）・
31
日（
日
）の

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
入
試
相
談

会
」で
、本
学
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
及
び
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
つ

い
て
高
校
生
や
父
母
の
方
々
を
対

象
に
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
厳
し
い
就
職
環
境
の
中
、

本
学
の
学
生
が
取
り
組
ん
で
い
る

就
職
活
動
に
つ
い
て
、入
学
後
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
大
学
、短

期
大
学
別
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

始
ま
り
、キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

授
業
、自
己
分
析
、進
路
登
録
、イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、業
界
研
究
・
学
内
会

社
説
明
会
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
、

そ
の
他
各
種
の
就
活
支
援
講
座
な

ど
、本
学
が
行
っ
て
い
る
進
路
サ

ポ
ー
ト
の
状
況
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、進
路
支
援
相
談
コ
ー
ナ
ー

に
は
、進
路
状
況
や
企
業
の
募
集
状

況
等
、就
職
・
進
学
に
つ
い
て
の
相
談

に
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

夏
期
休
暇
中
、協
力
企
業
各
社
様

の
ご
協
力
に
よ
り「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。今
年
度
は
、新
規
の

受
入
企
業
様
も
多
く
、次
年
度
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
化
に
向
け
て
多
く
の

学
生
を
送
り
込
ん
で
い
ま
す
。学
内

で
は
、資
格
取
得
対
策
講
座
を
開
講

し
て
夏
期
休
暇
中
に
資
格
取
得
が

学
園
創
立

40
周
年
記
念

展
覧
会
開
催

レ
ポ
ー
ト

　

学
園
創
立
40
周
年
記
念
事
業
イ

ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
記
念
展
覧

会「
ま
な
ざ
し
の
哲
学―

京
都
嵯
峨
芸

術
大
学
の
40
年
」が
６
月
14
日（
火
）〜

19
日（
日
）ま
で
京
都
市
美
術
館
別
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
展
覧
会
は

本
学
の
専
任
教
員
・
元
教
員
・
卒
業
生

の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
１
２
４
名
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、デ
ザ
イ
ナ
ー
が
一
堂

に
会
し
た
絢
爛
豪
華
な
内
容
と
な
り
、

京
都
市
美
術
館
別
館
の
来
場
者
数
で

は
異
例
の
１
１
０
０
名
を
超
え
る

方
々
に
観
覧
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。会
場
は
日
本
画
・
洋
画

は
も
ち
ろ
ん
、染
織・陶
芸
、デ
ザ
イ
ン
、

マ
ン
ガ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
作

品
が
並
び
、さ
ま
ざ
ま
な
個
性
が
ぶ
つ

か
り
合
う
独
自
の
空
間
を
興
味
深
く

観
賞
す
る
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

40
年
間
の
本
学
園
の
教
育・研
究
成
果

を
振
り
返
り
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
へ

つ
な
げ
る
足
が
か
り
と
な
る
展
覧
会

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。（
広
報
室)

小
学
生

夏
休
み
講
座
報
告

　

今
年
で
9
年
目
と
な
る
夏
休
み

恒
例
企
画「
小
学
生
夏
休
み
講
座
」

を
8
月
2
日（
火
）〜
4
日（
木
）の

3
日
間
開
催
し
ま
し
た
。1
〜
3
年

生「
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
好
き
な
お
店
を

作
ろ
う
」（
北
村
正
己
教
授
担
当
）、

4
〜
6
年
生「
伝
承
お
も
ち
ゃ
を
作

る（
六
角
凧
）」（
仲
政
明
准
教
授
担

当
）と
学
年
グ
ル
ー
プ
毎
に
テ
ー
マ

を
設
定
し
て
制
作
、最
終
日
に
保
護

者
も
参
加
し
て
合
評
・
鑑
賞
会
を
行

い
ま
し
た
。近
隣
を
中
心
に
65
名
の

小
学
生
が
参
加
し
、こ
の
夏
に
本
学

で
立
体
工
作
の
面
白
さ
を
じ
っ
く

り
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。今
後
も
本

学
の
特
色
を
生
か
し
、地
域
に
開
か

れ
た
大
学
と
し
て
み
な
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
生
涯
学

習
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。（
文
化

事
業
課
）

NE
WS
大学報告

可
能
な
講
座
を
開
設
い
た
し
ま
し

た
。（
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
）

　

学
園
創
立
40
周
年
記
念
事
業
の
ひ

と
つ
、公
開
討
論
会「
ア
ー
ト
を
教
え

る―

表
現
が
も
た
ら
す
自
由―

」が

７
月
16
日（
土
）に
罧
原
キ
ャ
ン
パ
ス

有
響
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〔
ア
ー
ト
を
教
え
る
、学
ぶ
と
は
な
に

か
〕を
議
題
に
本
学
教
員
松
本
泰
章

教
授
を
司
会
と
し
て
、宇
野
和
幸
教

公
開
討
論
会

「
ア
ー
ト
を

教
え
る―

表
現
が
も
た
ら
す

自
由―

」

授
・
大
島
成
己
准
教
授
・
仲
政
明
准

教
授
・
日
野
田
崇
准
教
授
・
上
田
香

講
師
が
メ
イ
ン
の
討
論
者
に
な
り
、

熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。前

半
は
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
に
ア
ー
ト

と
の
出
会
い
や
そ
の
道
に
進
む

き
っ
か
け
に
つ
い
て
今
ま
で
聞
く

事
の
で
き
な
か
っ
た
貴
重
な
経
験

を
語
っ
て
い
た
だ
き
、後
半
か
ら
は

聴
講
者
へ
積
極
的
に
意
見
を
求
め
な

が
ら
会
場
全
体
で
議
論
を
深
め
て
い

き
ま
し
た
。ま
た
、聴
衆
に
は
本
学
卒

業
生
も
多
数
来
場
さ
れ
て
お
り
、討

論
者
に
対
し
鋭
い
意
見
を
投
げ
か
け

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。東
日
本
大

震
災
が
起
こ
っ
た
今
、社
会
に
対
し

て
ア
ー
ト
の
在
り
方
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
な
ど
、話
し
は
留
ま
る
こ
と

な
く
広
が
り
、時
間
内
で
は
論
じ
足

り
な
い
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ

ま
し
た
。（
広
報
室
）

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、本
学

の
観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科（
現
デ
ザ
イ

ン
学
科
観
光
デ
ザ
イ
ン
系
）で
は
、

2
0
1
1
年
３
月
よ
り
教
員
な
ら
び

に
卒
業
生
や
在
学
生
ら
の
有
志
に
よ

り
、義
援
金
募
集
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。関
係
各
位
の
皆
様
に
ご
支
援
を

お
願
い
し
、５
月
時
点
で
２
９
６
，０
０

観
光
デ
ザ
イ
ン

学
科
有
志
に
よ
る

義
援
金
活
動
報
告

０
円
の
義
援
金
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

５
月
20
日（
金
）に
、観
光
デ
ザ
イ
ン

学
科
の
真
板
昭
夫
教
授
と
同
学
科
の

第
一
期
卒
業
生
の
有
志
代
表
3
名
が

学
長
室
を
訪
れ
、三
好
郁
朗
学
長
に
義

援
金
の
受
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。集
め
ら
れ
た

義
援
金
は
、本
学
事
務
局
を
通
し
て

『
日
本
赤
十
字
社
』に
送
ら
れ
、被
災

地
の
復
興
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

（
広
報
室
）

　

７
月
６
日（
水
）、本
学
講
堂
に
て

F
D
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

F
D
と
はFaculty Developm
ent

の
こ
と
で
、大
学
教
員
の
資
質
の
向

上
を
目
指
し
、よ
り
有
意
義
な
授
業

を
行
う
た
め
の
方
法
や
策
を
考
え

る
組
織
。今
回
は「
授
業
お
も
し
ろ

い
？
」を
テ
ー
マ
に
、教
員
を
は
じ

F
D
委
員
会

め
有
志
の
学
生
や
職
員
ら
60
名
を

超
え
る
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。

５
チ
ー
ム
に
分
か
れ
座
談
会
形
式

で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
自
由
に

意
見
を
出
し
合
い
、授
業
に
関
わ
る

様
々
な
こ
と
を
２
時
間
あ
ま
り
に

わ
た
っ
て
話
し
合
い
ま
し
た
。教
職

員
と
学
生
が
一
堂
に
会
し
、授
業
以

外
の
時
間
を
利
用
し
て
大
学
教
育

の
向
上
を
目
指
し
て
意
見
交
換
す

る
と
い
う
貴
重
か
つ
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。（
広
報
室
）

　

７
月
６
日（
水
）に
、第
１
回
目
と

な
る
本
学
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
学
で

は
、こ
れ
ま
で
も
各
種
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
化
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、２
０
１
１
年
３
月
に
起
こ
っ
た

福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
端
を

発
す
る
電
力
供
給
の
問
題
が
ク
ロ
ー

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
委
員
会

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、今

回
は
こ
れ
を
全
学
的
な
運
動
と
位

置
づ
け
一
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

を
推
進
す
る
た
め
、基
本
方
針
を
定

め
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、夏
期
冷
房
の
設
定
温

度
を
原
則
28
℃
に
設
定
す
る
こ
と

や
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
励
行
と
い
っ
た

全
学
的
な
省
エ
ネ
行
動
か
ら
、不
要

な
照
明
を
切
る
、退
出
時
に
は
必
ず

空
調
を
切
る
、パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン

タ
ー
等
の
電
源
を
夜
間
・
休
日
中
は

O
F
F
に
す
る
な
ど
、個
人
で
行
う

省
エ
ネ
行
動
に
い
た
る
ま
で
具
体

的
な
行
動
方
針
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
も
看
板

を
掲
示
し
て
、省
エ
ネ
行
動
に
関
す

る
お
願
い
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、学

生
と
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
め
る
よ
う
節
電
意
識
の
向
上

を
促
し
て
い
ま
す
。本
学
で
は
、今
後

も
引
き
続
き「
節
電
・
節
減
」活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。（
広
報
室
）

　

７
月
12
日（
火
）16
時
20
分
よ
り
、管

理
棟
３
階
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
に
て
東
日
本

大
震
災
に
関
す
る
講
演
会「
高
い
志
を

持
つ 

〜
被
災
地
の
現
状
か
ら
〜
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。本
会
は
、東
日
本
大

震
災
の
現
状
を
知
り
た
い
と
、在
学
生

の
有
志
た
ち
に
よ
っ
て
企
画・主
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

東
日
本
大
震
災

講
演
会

　

講
師
に
は
、京
都
市
教
育
委
員
会
・

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
の
鈴

木
克
治
氏
を
お
招
き
し
、鈴
木
氏
か
ら

３
月
下
旬
頃
に
訪
れ
た
宮
城
県
仙
台

市
若
林
区
荒
浜
地
域
の
当
時
の
様
子

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。崩

壊
し
た
建
物
や
街
並
の
写
真
の
ほ
か
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
配
ら
れ
た
食
事

等
の
写
真
も
紹
介
さ
れ
、あ
ま
り
報
道

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
現
場
の
様

子
に
つ
い
て
も
お
話
さ
れ
ま
し
た
。お

よ
そ
１
時
間
の
間
、聴
講
者
た
ち
は

鈴
木
氏
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

し
て
痛
感
さ
れ
た
と
い
う「
相
互
協

力
」の
大
切
さ
に
つ
い
て
、熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。（
広
報
室
）
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TOP
ICS

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

パ
ネ
ル
寄
贈

「
平
成
23
年
度

大
嵐
芸
祭
」

開
催
告
知

（
11
月
５
日
、

６
日
開
催
）

告知地域連携附属機関

　

学
園
創
立
40
周
年
を
迎
え
た
今
年

の
嵐
芸
祭
は
、学
生
と
教
職
員
そ
し

て
同
窓
会
が
一
体
と
な
っ
た「
大
嵐

芸
祭
」へ
と
様
変
わ
り
し
ま
す
。学
生

主
体
の
嵐
芸
祭
の
テ
ー
マ
は『
ヒ
ー

ロ
ー
』。自
分
に
と
っ
て
の
ヒ
ー
ロ
ー

は
誰
か
、自
分
は
誰
の
ヒ
ー
ロ
ー
に

な
れ
る
の
か…

？「
人
は
皆
ヒ
ー

ロ
ー
で
あ
る
」と
い
う
想
い
を
込
め

た
嵐
芸
祭
が
、身
の
回
り
の
絆
に
気

付
き
、深
ま
る
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。ほ
ぼ
1
回
生

で
構
成
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
創
る
新

感
覚
の
大
嵐
芸
祭
、嵯
峨
芸
史
上
の

節
目
を
ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
！

（
嵐
芸
祭
実
行
委
員
会 

実
行
委
員
長    

　

田
鹿
萌
里
）

　

2
0
1
1
年
、お
か
げ
さ
ま
で

本
学
は
学
園
創
立
40
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
を
記

念
し
て
、今
年
は
学
園
全
体
企
画

と
し
て
11
月
5
日（
土
）・
6
日（
日
）

に「
学
園
創
立
40
周
年
記
念 

大
嵐

芸
祭
」を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。従
来
の
学
生
実
行
委
員
会
に

よ
る「
嵐
芸
祭
」に「
記
念
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」と
、卒
業
生
を
お
迎
え
す

る「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
」を
加

え
、こ
れ
ら
三
つ
を
柱
と
し
て
教
職

員
お
よ
び
卒
業
生
や
近
隣
住
民
の

方
々
も
集
い
、大
い
に
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。皆
様

の
ご
参
加
、お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
総
務
課
）

　

７
月
27
日（
水
）に
、本
学
卒
業
生

で
非
常
勤
講
師
で
も
あ
る
玩
具
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
安
斎
レ
オ
さ
ん

と
、同
じ
く
卒
業
生
で
児
童
文
学
作

家
の
令
丈
ヒ
ロ
子
さ
ん
、観
光
デ
ザ

イ
ン
学
科
の
卒
業
生
３
名
が
学
長

室
を
訪
れ
、三
好
郁
朗
学
長
に
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
パ
ネ
ル
２
点
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、卒
業
生
と
し
て
本
学
を

盛
り
上
げ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
安
斎
さ
ん
が
提
案
し
た
も
の
で
、

パ
ネ
ル
に
は
令
丈
さ
ん
の
作
品『
若

お
か
み
は
小
学
生
！
』（
講
談
社
・
青

い
鳥
文
庫
）の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
、本

学
卒
業
生
で
漫
画
家
の
河
井
リ
ツ

子
さ
ん
の
作
品『
と
っ
と
こ
ハ
ム
太

郎
』（
小
学
館
）の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

立
体
的
に
か
た
ど
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
際
の
パ
ネ
ル
制
作
作
業
は
、キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
原
画
を
元
に
観
光
デ

ザ
イ
ン
学
科
卒
業
生
の
伊
藤
現
さ

ん
が
行
い
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
の
授
与
が
行
わ
れ
た
７

第
9
回

京
都
学
生
祭
典

コンペティション
　

６
月
７
日（
火
）〜
６
月
12
日（
日
） 

に
京
都
市
東
山
区
に
あ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー「
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
東
山
」に
て

『
S
A
G
A
N
２
０
１
１
』が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。本
学
の
前
身
で
あ
る
嵯

峨
美
術
短
期
大
学
洋
画
科
を
卒
業
し
、

京
都
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
る
有
志

の
作
家
が
集
い
始
ま
っ
た
こ
の
作
品

S
A
G
A
N

２
０
１
１

展
に
は
本
学
現
教
員
の
瀧
澤
賢
福

教
授
、入
佐
美
南
子
教
授
を
は
じ
め
、

多
く
の
退
職
教
員
・
卒
業
生
が
参
加

し
ま
し
た
。平
面
作
品
で
統
一
さ
れ

た
会
場
は
具
象
表
現
か
ら
抽
象
表

現
、現
代
ア
ー
ト
作
品
ま
で
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
作
品
が
並
び

ま
し
た
。ま
た
、作
品
展
開
催
中
に
は

同
窓
会
が
企
画
さ
れ
、世
代
を
越
え

た
卒
業
生
た
ち
の
交
流
の
場
に
も

な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
広
報
室

で
は
紙
面
の
許
す
限
り
学
内
、学
外

で
精
力
的
に
作
品
発
表
行
っ
て
い

る
み
な
さ
ん
を
ど
ん
ど
ん
紹
介
し
、

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

（
広
報
室
）

教員・在学生の活躍

　
「
学
生
の
ま
ち
京
都
」の
魅
力
を
伝

え
よ
う
と
2
0
0
3
年
に
始
ま
っ

た
学
生
に
よ
る
祭
典
、京
都
学
生
祭

典
が
今
年
も
10
月
9
日（
日
）に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
際
し
、京
都
の
大
学
生
を

対
象
に
ス
タ
ッ
フ
用
Ｔ
シ
ャ
ツ
の

デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、本

学
生
の
作
品
が
最
終
選
考
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
選
ば
れ
、さ
ら
に
そ
の
中

か
ら
本
学
の
芸
術
学
部
3
回
生
、坂

井
結
衣
さ
ん
の
作
品
が
投
票
に
よ

り
採
用
デ
ザ
イ
ン
に
決
定
し
ま
し

た
。ま
た
、同
じ
く
芸
術
学
部
3
回
生
、

丸
木
遥
香
さ
ん
の
作
品
も
2
位
に

入
賞
し
て
い
ま
す
。今
後
は
坂
井
さ

ん
の
デ
ザ
イ
ン
を
元
に
ス
タ
ッ
フ

用
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
作
成
さ
れ
、開
催
当

日
に
は
約
1
4
0
0
名
も
の
学
生

ス
タ
ッ
フ
が
着
用
す
る
予
定
で
す
。

（
広
報
室
）

月
27
日（
水
）は
、安
斎
さ
ん
や
令
丈

さ
ん
の
ほ
か
、本
学
卒
業
生
で
歌
手

の
ア
リ
ス
・
セ
イ
ラ
ー
さ
ん
ら
に
よ

る
作
品
展『
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

O
B
O
G
展
』（
開
催
期
間

：２
０
１

１
年
７
月
18
日
〜
31
日
）が
本
学
附

属
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
て
お

り
、卒
業
生
た
ち
の
本
学
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
い
う
力
強
い
パ
ワ
ー
が

キ
ャ
ン
パ
ス
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

（
広
報
室
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
大
学
に
お
け
る

芸
術
教
育
」

開
催
告
知

　

大
学
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
た

が
っ
て
学
生
を
教
え
、判
定
し
、そ
し

て
社
会
に
送
り
出
す
機
能
を
有
し
て

い
ま
す
。そ
の
い
っ
ぽ
う
で
、芸
術
は

「
天
才
」に
よ
る「
創
造
」の
産
物
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
。そ
う
す
る
と
芸
術

と
大
学
や
教
育
と
い
う
の
は
相
容
れ

な
い
も
の
の
よ
う
で
す
が
、芸
大
は

実
際
に
わ
れ
わ
れ
の
社
会
の
う
ち
に

存
在
し
続
け
て
い
ま
す
。こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
そ
う
し
た
教
え
ら
れ

る
者
と
教
え
る
者
、学
校
教
育
と
社

会
の
間
に
浮
遊
す
る「
芸
術
大
学
」が

社
会
の
中
で
果
た
す
べ
き
役
割
／
占

め
る
べ
き
位
置
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。（
総
務
課
）

日時
10月15日(土)13：00～16：30

場所
罧原キャンパス有響館G401教室

司会
芳野　明
(西洋美術史、本学教授)

基調講演
鷲田清一
(哲学、大谷大学教授、前大阪大学総長)

パネリスト
森　雅彦
(西洋美術史、宮城学院女子大学教授)

金子一夫
(美術教育史、茨城大学教授)

奥　　忍
(音楽学・音楽教育学、大阪芸術大学
非常勤講師)

三好郁朗
(フランス文学、本学学長)

「学園創立40周年記念 大嵐芸祭」
・嵐芸祭（学園祭）
・記念フェスティバル（オープニングセレモニー、近隣交流会、アートフェスティバル）
・ホームカミングデイ（卒業生歓迎会）

□「オープニングセレモニーと近隣交流会」
　11月5日（土）10時30分～13時00分
　会場：本部キャンパス中庭
　・ご挨拶
　・近隣交流会（鏡割り）
　・重要無形民俗文化財嵯峨大念仏狂言特別公演「釈迦如来」上演

□「アートフェスティバル」
　11月5日（土）・6日（日）
　会場：罧原キャンパス有響館
　・アートフリマ（有響館2階）
　 ※学生、卒業生、近隣住民が参加するアートフリーマーケット。
　・アートオークション（有響館3階・4階）
 　※学生、教員、卒業生による作品展示オークション。
　　入札は6日（日）13 時～15時

□「ホームカミングデイ」
　11月6日（日）15時～17時（開場14時30分）
　会場：罧原キャンパス有響館4階 G401
　・各年代思い出コーナー
　・懇親パーティー
　・総額40万円ビンゴ！

昨年の嵐芸祭の様子

愛
宕
古
道

街
道
灯
し

レ
ポ
ー
ト

　

今
年
で
3
年
目
と
な
る
、い
と
へ

ん
展〈
芸
術
系
6
大
学
・
学
生
デ
ザ
イ

ン
作
品
展
〉が
い
と
へ
ん
産
業
の
町
・

室
町
に
あ
る「
き
ら
っ
都
プ
ラ
ザ（
京

都
産
業
会
館
）」を
会
場
に
8
月
5
日

（
金
）〜
8
日（
月
）に
か
け
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。本
展
は
本
学
の
ほ
か
、大

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
に
加
盟
す

平
成
23
年
度

い
と
へ
ん
展

開
催
レポ
ー
ト

る
京
都
市
立
芸
術
大
学
、京
都
精
華

大
学
、京
都
造
形
芸
術
大
学
、大
阪
成

蹊
大
学
、成
安
造
形
大
学
の
学
生
作

品
を
一
堂
に
展
示
す
る
に
ぎ
や
か

な
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
展
示
テ
ー
マ
は「
絆
〜
き

ず
な
〜
」。未
曾
有
の
災
害
と
な
っ
た

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、本
学
が
出

品
し
た
作
品「
お
き
あ
が
り
小
法
師
」

は
、〝
決
し
て
倒
れ
な
い
＝
く
じ
け
な

い
・
立
ち
上
が
る
〞を
意
味
し
て
お
り

現
地
の
方
々
の
心
や
希
望
を
繋
ぐ

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。本
学
全
員
で
取
り
組
ん
だ
こ
の

作
品
は
、京
都
織
物
卸
商
業
組
合
理

事
長
賞
を
受
賞
し
、確
か
な
成
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
ほ

か
開
催
期
間
中
に
は
各
大
学
主
催

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
、地
域
の
方
々
と
芸
術
大

学
が「
縁
」と「
絆
」を
深
め
る
場
と
な

り
ま
し
た
。（
広
報
室
）

博
物
館
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー

企
画
報
告

　

附
属
博
物
館
で
は
、「
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
嵯
峨
大
念
仏
狂
言
展

面
の
世
界
」（
５
／
31
〜
６
／
19
）

「
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
所
蔵
制
作
展

優
秀
作
品
展
40
年
の
あ
ゆ
み
１
」

（
7
／
5
〜
7
／
31
）を
開
催
し
ま

し
た
。今
年
で
3
回
目
と
な
る
嵯
峨

大
念
仏
狂
言
展
は
、引
き
続
き
嵯
峨

大
念
仏
狂
言
保
存
会
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、保
存
会
で
も
初
の
試
み
と

な
る
、保
存
会
所
蔵
の
全
て
の
面
約

1
0
0
点
を
展
示
し
ま
し
た
。ま

た
、大
学
所
蔵
の
制
作
展
優
秀
作
品

を
展
示
し
た「
40
年
の
あ
ゆ
み
１
」

で
は
、デ
ザ
イ
ン
作
品
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。展
覧
会
に
は
制
作
し
た
卒

業
生
も
来
館
さ
れ
、し
ば
し
懐
か
し

い
時
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

附
属
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、「
自
然
と

共
生
す
る
デ
ザ
イ
ン 

新
村
則
人
展
」

（
５
／
17
〜
5
／
29
）「
韓
国
現
代
美

術
の
地
層
〜
清
州
大
学
・
忠
北
大
学
・

西
原
大
学
、そ
の
芸
術
と
教
育
〜
」（
５

／
31
〜
６
／
12
）「circulation3

」（
6

／
27
〜
7
／
2
）「
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
O
B
・
O
G
展
日
本
を
元
気

に
す
る
造
作
、創
造
、新
境
地
」（
7
／

18
〜
7
／
31
）が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。前
期
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

在
校
生
の
み
な
ら
ず
学
外
か
ら
も

多
数
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
学
へ
下
記
の
作
品
を
ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。本
学
の
研

　

8
月
23
日（
火
）か
ら
25
日（
木
）に

か
け
て「
愛
宕
古
道
街
道
灯
し
」が
開

催
さ
れ
、学
生
サ
ー
ク
ル〝
竹
造

－

T
A
K
E
Z
O

－

〞が
制
作
し
た
巨

大
行
灯
を
含
む
約
8
0
0
基
が
清
凉

寺（
嵯
峨
釈
迦
堂
）か
ら
愛
宕
神
社
一

の
鳥
居
ま
で
の
街
道
沿
い
に
並
び

ま
し
た
。こ
の
お
祭
り
は
、あ
だ
し
の

念
仏
寺
で
の
千
灯
供
養
、ま
た
地
蔵

盆
に
あ
た
る
日
の
夕
べ
に
あ
わ
せ
、

瀬
戸
内
寂
聴
氏
と
嵯
峨
野
保
勝
会
、

本
学
が
共
に
つ
く
り
あ
げ
て
き
た

も
の
で
す
。展
示
さ
れ
た
行
灯
は
、地

元
の
方
々
や
小
中
高
校
生
と
共
に

制
作
し
た
も
の
以
外
に
、大
阪
市
立

工
芸
高
校
と
の
連
携
で
制
作
し
た

も
の
、右
京
区
に
あ
る
児
童
館
と
の

連
携
に
よ
り
子
供
達
と
制
作
し
た

も
の
、本
学
生
涯
学
習
講
座
の
受
講

生
が
制
作
し
た
も
の
が
並
び
、祭
り

全
体
が
活
気
づ
い
た
も
の
に
な
り

ま
し
た
。（
文
化
事
業
課
）

究
、展
示
、教
育
の
た
め
、保
存
、活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
受
入
順　

制
作（
寄
贈
）者
名「
作
品
名
」）

林
潤
一（
本
学
名
誉
教
授
）「
叢
陵
」

「
叢
隅
」／
吉
水
絹
代（
本
学
名
誉
教

授
）「
時
の
景
Ⅱ
」／
池
田
八
栄
子（
本

学
元
教
授
）「Yellow

 Vessel

Ⅱ

」

／
伊
勢
信
子（
本
学
名
誉
教
授
）

「Relation

」／
泉
地
靖
雄（
本
学
名

誉
教
授
）「
異
国
の
ガ
ラ
ス
瓶
」／
林

銀
洙「O

ne day som
eday2

」

（「
韓
国
現
代
美
術
の
地
層
展
」出
品

作
）／
篠
原
猛
史（
本
学
卒
業
生
）

「Circulation-U
ndulation

」

（
博
物
館
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
課
）

広報.38KYOTO SAGA UNIVERSITY OF ARTS PUBLIC R ELATIONS  SEPTEMBER.2011 KYOTO SAGA UNIVERSITY OF ARTS PUBLIC R ELATIONS  SEPTEMBER.2011 3広報.384



今
こ
そ
芸
術
大
学
の
出
番 

｜

開
学
40
周
年
に
思
う

｜

　

本
学
は
、昭
和
46
年
に
開
学
し
本
年

40
周
年
を
迎
え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

40
年
は
決
し
て
短
い
歳
月
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。こ
の
間
、幾
多
の
困
難
を
乗

り
越
え
今
日
の
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学

を
創
り
上
げ
ら
れ
た
先
輩
諸
賢
に
心

か
ら
の
敬
意
を
表
し
、感
謝
の
誠
を
捧

げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、本
年
、平
成
23
年
3
月
11
日

以
降
、日
本
の
社
会
は
か
っ
て
経
験
し

た
こ
と
の
無
い
深
刻
な
苦
悩
に
直
面

し
、行
き
場
を
失
っ
た
か
に
観
え
ま
す
。

　

私
は
こ
の
日
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
事

務
所
で
執
務
し
て
い
ま
し
た
。建
物
の

三
階
に
居
ま
し
た
。

 　
三
階
で
す
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
仕
事

の
性
質
上
、普
通
の
建
屋
の
四
階
く
ら

い
の
高
さ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

か
っ
て
、桂
川
の
河
川
敷
で
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
地
盤
の
せ
い
か
建
屋

は
大
き
く
揺
れ
ま
し
た
。

　

私
は
咄
嗟
の
判
断
で
休
憩
室
に
直

行
し
テ
レ
ビ
の
電
源
を
O
N
し
ま
し
た
。 　

そ
の
段
階
で
は
、《
大
津
波
警
報
》が

出
て
い
る
と
い
う
テ
ロ
ッ
プ
は
流
れ

ま
し
た
が
未
だ
惨
状
と
い
う
ほ
ど
の

事
も
な
く
そ
の
日
は
帰
宅
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
得
た
情
報
は

種
々
あ
り
ま
す
が
、考
え
さ
せ
ら
れ
る

情
報
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、人
間
が
作
っ
た
構
造
物

が
意
外
に
も
ろ
い
も
の
だ
っ
た
と
い

う
事
で
し
た
。

　

東
北
の
岩
手
県
宮
古
市
田
老
地
区

で〝
万
里
の
長
城
〞と
呼
ば
れ
、50
年
の

歳
月
と
、数
百
億
円
の
巨
費
を
投
じ
て

建
設
さ
れ
、世
界
一
の
防
潮
堤
と
し

て
ギ
ネ
ス
に
も
記
録
さ
れ
て
海
外
か

ら
も
見
学
者
が
あ
る
ほ
ど
の
建
造
物

だ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、今
回
の
津
波

の
前
に
は
成
す
術
も
な
く
5
0
0
m

に
亘
っ
て
崩
れ
去
り
、多
数
の
犠
牲
者

と
行
方
不
明
者
が
出
た
こ
と
で
し
た
。

　

恐
ら
く
、亡
く
な
ら
れ
た
被
災
者
の

中
に
は
防
潮
堤
の
抑
止
力
を
信
じ
て

裏
切
ら
れ
た
方
が
居
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
想
わ
れ
、そ
の
無
念
さ
・
悔

し
さ
を
想
う
と
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
、今
回
の
震
災
が
前
述
し

た
よ
う
に
人
智
を
超
え
た
破
壊
力
を

伴
っ
た
大
災
害
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら

ず
、被
災
さ
れ
た
多
く
の
皆
様
が
希
望

を
失
う
事
無
く
力
強
く
生
き
て
行
こ

う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

　

避
難
所
で
、粛
々
と
し
て
再
起
の
準

備
を
し
て
い
る
人
達
、故
郷
を
遠
く
離

れ
た
土
地
に〝
青
山（
墓
所
と
す
べ
き

土
地
）〞を
求
め
て
避
難
所
を
離
れ
る

人
達
を
見
て
い
る
と
人
間
の
偉
大
さ

に
改
め
て
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
の
行
動
を
拝
見

し
な
が
ら
、ど
の
様
な
大
き
な
災
害
で

も
生
き
て
行
こ
う
と
い
う
人
の
心
を

押
さ
え
つ
け
て
し
ま
う
事
は
出
来
な

い
、も
ろ
く
も
崩
れ
去
っ
た
建
造
物
に

比
べ
、人
の
心
が
如
何
に
広
大
無
辺
な

強
靭
さ
を
持
っ
て
い
た
事
か
！！
こ
の

感
動
を
表
現
す
る
言
葉
を
捜
し
あ
ぐ

ね
ま
し
た
。

大学行事予定
Sep.2011- Feb.2012

 9月24日（土）・・・・・・・・・・・・・■ 京の美意識「祭りに輝く京の美意識」

 9月28日（水）・・・・・・・・・・・・・■ 9月卒業式

10月  9日（日）・・・・・・・・・・・・・■ オープンキャンパス

10月15日（土）・・・・・・・・・・・・・・■ シンポジウム「大学における芸術教育」

10月21日（金）・・・・・・・・・・・・・・■ 月例法要

10月22日（土）・・・・・・・・・・・・・・■ 京の美意識
 　「物作り、京陶人形を通して」

10月23日（日）・・・・・・・・・・・・・・■ 3年次編入学入試（前期）
　 ■ 特別入試（前期）
 　※海外帰国生・社会人
 　（芸術学部・短期大学部）

11月  5日（土）・ 6日（日）・・・・■ 大嵐芸祭

11月12日（土）・・・・・・・・・・・・・・■ 推薦入試（短期大学部）

11月13日（日）・14日（月）・・・■ 推薦入試（芸術学部）

11月26日（土）・・・・・・・・・・・・・・■ 京の美意識
 　「古代山背の神奈備の山河に
 　神々と秦氏と鴨氏のいる＜眺め＞」

11月27日（日）・・・・・・・・・・・・・・■ 大学院入試（前期）

12月15日（木）・・・・・・・・・・・・・・■ 月例法要

12月18日（日）・・・・・・・・・・・・・・■ 特別入試（後期）
 　※海外帰国生・社会人
 　（芸術学部・短期大学部）
 ■ 自己推薦入試（前期・短期大学部）

12月27日（火）～1月10日（火） ■ 冬季休業

 1月11日（水）・・・・・・・・・・・・・・■ 授業再開

 1月21日（土）・・・・・・・・・・・・・・■ 京の美意識
 　「京都とパリと－異文化のはざまで
 　思うこと－」

 1月23日（月）・・・・・・・・・・・・・・■ 後期授業終了

 1月27日（金）・・・・・・・・・・・・・・■ 学園創立記念日

 1月30日（月）・ 31日（火）・・・■ 第40回制作展 作品搬入
 　（京都市美術館）

 2月 1日（水）～5日（日）・・・・■ 第40回制作展

 2月 7日（火）・・・・・・・・・・・・・・■ 一般入試（前期・短期大学部）

 2月 8日（水）・・・・・・・・・・・・・・■ 一般入試（前期・芸術学部）

 2月13日（月）～17日（金）・・■ 後期集中授業

 2月28日（火）・・・・・・・・・・・・・・■ 一般入試（後期・短期大学部）

 ■ 専攻科入試（後期）

 2月29日（水）・・・・・・・・・・・・・・■ 3年次編入学入試（後期）
　 ■ 大学院入試（後期）

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、〝
グ
レ
ー
ト

ジ
ャ
ー
ニ
ー
〞と
言
う
言
葉
を
ご
存
知

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。〝
は
る
か
な
旅
〞

と
言
う
言
い
方
を
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。今
か
ら
約
5
0
0
万
年
前
、

ア
フ
リ
カ
の
地
溝
帯
に
発
生
し
た
人

類
が
、凡
そ
1
5
0
万
年
前
々
後
に
ア

フ
リ
カ
を
出
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を

横
断
し
、陸
続
き
だ
っ
た
ベ
ー
リ
ン
グ

海
峡
を
経
て
南
米
大
陸
の
先
端
に
到

達
し
た
5
万
数
千
キ
ロ
に
及
ぶ〝
人
類

の
移
動
〞が
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い

る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

1
0
0
万
年
以
上
前
に
ア
フ
リ
カ

を
出
た
人
類
は
ア
ジ
ア
大
陸
で
定
住

し〝
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
〞と
な
り
、モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド
が
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
を
越
え

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、こ
の〝
グ
レ
ー
ト
ジ
ャ
ー

ニ
ー
〞と
い
う
言
葉
を
知
り
、そ
の
意

味
を
知
っ
た
時
以
来
、1
0
0
万
年
以

上
前
に
住
み
慣
れ
た
ア
フ
リ
カ
を
離

れ
よ
う
と
し
た
彼
ら
の
心
を
突
き
動

か
し
た
も
の
は
、一
体
何
だ
っ
た
の
か

知
り
た
い
と
考
え
続
け
て
来
ま
し
た
。

　　

図
ら
ず
も
今
回
、被
災
さ
れ
た
皆
様

の
行
動
を
拝
見
し
て
い
て
、た
わ
い
も

無
い
空
想
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
か
ら

不
謹
慎
の
そ
し
り
を
受
け
る
か
も
知

れ
な
い
と
思
い
な
が
ら
、ア
フ
リ
カ
で
、

人
智
を
超
え
た〝
生
存
に
対
す
る
脅

威
〞に
遭
遇
し
た
人
類
の
祖
先
達
が
終

の
住
処（
つ
い
の
す
み
か
）〝 

青
山 

〞を

求
め
た
行
動
が〝
は
る
か
な
旅
〞の
原
動

力
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
に
到
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、安
住
の
地
を
求
め
る
人
類

が
厳
し
い
現
実
を
乗
り
越
え
る
為
に
、

広
大
無
辺
な
人
の
心
の
中
に
創
造
し

た
世
界
、人
間
だ
け
に
許
さ
れ
た
未

だ
見
ぬ
明
日
の
世
界
を
想
い
描
く
心

こ
そ
芸
術
或
い
は
宗
教
の
世
界
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
う
に
到
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
た
結
果
、〝
行
き

場
を
失
っ
た
か
に
観
え
る
〞日
本
の

社
会
を
救
済
す
る
手
段
は
唯
一
、広

大
無
辺
な
人
の
心
を
感
動
で
充
た
す

こ
と
の
出
来
る
芸
術
し
か
無
く
、芸

術
こ
そ
人
の
心
に
如
何
な
る
大
災
害

を
も
乗
り
越
え
て
生
き
抜
く
信
念
を

醸
成
す
る
事
が
出
来
る
思
想
で
は
な

い
か
、と
思
う
に
到
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
れ
が
出
来
る
の
は
京
都

嵯
峨
芸
術
大
学
を
含
む
多
く
の
芸
術

教
育
を
標
榜
す
る
教
育
機
関
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
こ
そ
、開
学
40
周
年
を
機
に
本

学
が
役
割
を
自
覚
し
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
【
人
類
の
起
源
に
係
る
記
述
は
国

立
科
学
博
物
館（
日
本
人
は
る
か
な

旅
）を
参
照
し
ま
し
た
】

京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
教
育
後
援
会
副
会
長　

森
内 

優
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遠
方
か
ら
の
入
学
生
の
た
め
に
、旧
嵯
峨
御
所
大
覚
寺
門
跡
の
境
内
に
今
年
度
か
ら
設
置
さ
れ
た
大
覚
寺
女
子
寮
。

謎
に
包
ま
れ
た
こ
の
女
子
寮
に
つ
い
て
寮
母
さ
ん
に
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

c o l u m n

大
覚
寺
女
子
寮
っ
て

　

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

｜

寮
母
さ
ん
と
寮
生
の
関
係
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

学
校
で
の
出
来
事
な
ど
を
話
し
て

く
れ
た
り
し
ま
す
よ
。今
日
は
○
○

美
術
館
に
行
っ
て
き
た
な
ど
話
し
て

く
れ
る
の
で
聞
い
て
い
て
楽
し
い
で

す
ね
。そ
の
ほ
か
は
生
活
の
中
で

困
っ
た
事
が
あ
れ
ば
み
な
さ
ん
き
ち

ん
と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
助
か
り
ま

す
。寮
生
同
士
も
共
有
ス
ペ
ー
ス
で

よ
く
お
話
し
し
て
い
ま
す
よ
。み
ん

な
で
集
ま
っ
て
食
事
会
な
ど
も
し
て

い
ま
す
し
。地
方（
北
は
秋
田
か
ら
南

は
沖
縄
ま
で
）か
ら
来
て
い
る
人
が

多
い
か
ら
か
、み
ん
な
す
ぐ
仲
良
く

な
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

｜

寮
生
の
生
活
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。（
食
事
、門
限
等
）

　

食
事
に
つ
い
て
は
お
寺
の
食
堂（
申

込
制
）で
ご
飯
を
食
べ
る
人
や
自
炊
す

る
人
が
い
ま
す
ね
。お
寺
ゆ
え
に
文
化

財
が
あ
る
た
め
火
は
使
え
な
い
の
で

す
が
、み
な
さ
ん
電
子
レ
ン
ジ
の
オ
ー

ブ
ン
機
能
を
使
っ
た
り
し
て
工
夫
し

な
が
ら
料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
。そ
れ

に
は
本
当
に
感
心
し
ま
す
。

　

寮
の
門
限
は
９
時
30
分
で
す
。で
も

何
か
事
情
が
あ
る
場
合
や
学
校
で
の

イ
ベ
ン
ト
事
で
遅
く
な
る
場
合
は
前

も
っ
て
連
絡
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

遅
く
な
る
寮
生
が
い
る
場
合
は
帰
っ

て
く
る
の
を
確
認
す
る
ま
で
は
必
ず

待
っ
て
い
ま
す
。最
近
は
物
騒
な
事

件
も
多
い
で
す
か
ら
ね
。ち
な
み
に

消
灯
、入
浴
が
11
時
ま
で
で
す
。

｜

寮
が
京
都
の
大
覚
寺
と
い
う

場
所
に
位
置
し
て
い
る
事
に
つ

い
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

京
都
を
代
表
す
る
観
光
地
の
ひ
と

つ
で
あ
る
大
覚
寺
内
で
す
か
ら
環
境

は
も
ち
ろ
ん
、親
御
さ
ん
も
安
心
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。お
寺
内

に
あ
る
お
か
げ
で
観
月
の
夕
べ（
お

月
見
イ
ベ
ン
ト
）の
手
伝
い
な
ど
お

寺
の
催
し
に
声
を
か
け
て
も
ら
う
事

も
あ
り
、貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。あ
と
は
お
寺
の
敷
地
内

に
あ
る
寮
と
い
う
事
で
お
寺
や
近
隣

の
目
も
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
挨
拶

を
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
な
ど
、生

活
態
度
に
つ
い
て
は
特
に
し
っ
か
り

礼
儀
を
寮
生
に
教
え
る
と
い
う
事
が

あ
り
ま
し
た
。そ
こ
に
は
気
を
つ
か

い
ま
す
ね
。

｜

部
屋
は
10
畳
ほ
ど
あ
り
広

い
そ
う
で
す
が
制
作
も
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

で
き
ま
す
。み
な
さ
ん
自
分
の
部

屋
で
課
題
な
ど
の
制
作
を
し
て
い
る

よ
う
で
す
ね
。こ
の
前
は
針
金
を
大

量
に
持
っ
て
き
て
何
か
作
っ
て
い
ま

し
た
よ
。染
織
の
勉
強
を
さ
れ
て
い

る
方
は
庭
の
土
を
掘
っ
て
新
し
い
染

料
を
探
し
て
い
ま
し
た
。部
屋
も
広

い
で
す
か
ら
親
御
さ
ん
が
寮
に
泊
ま

り
に
来
る
こ
と
も
良
く
あ
り
ま
す
。

寮
生
の
部
屋
以
外
に
も
来
客
用
部
屋

が
あ
っ
て
、泊
ま
っ
て
い
た
だ
い
た

方
に
は
朝
の
お
参
り（
勤
行
）を
し
て

も
ら
う
決
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

｜

最
後
に
、寮
母
と
し
て
の
や

り
が
い
は
何
で
す
か
。

　

寮
生
が
出
先
で
何
か
あ
っ
た
り
し

て
元
気
が
な
い
場
合
は
と
て
も
心
配

し
ま
す
し
、今
日
は
楽
し
か
っ
た
と

笑
顔
で
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
の
が
一

番
う
れ
し
い
で
す
ね
。２
年（
短
大
）・

４
年（
４
大
）後
、健
康
で
元
気
に
卒

業
さ
れ
る
の
を
見
送
る
こ
と
が
私
の

一
番
の
目
標
で
す
。

     

２
０
１
１
／
７
／
15　

大
覚
寺
女
子
寮
に
て

寮生の安全のため防犯用カメラを
設置しています。

大覚寺境内に設置された風格あるたたずまいの女子寮外観。

申込制で食事ができるお寺の食堂
の献立表やその他の掲示物。

寮の管理を取り仕切る寮母の坂本
さん。趣味は編み物だそうです。

寮生同士が時々集まって食事会を
しているようです。

共有スペースは寮生同士の交流に
役立っています。

日当たりが良く掃除の行きとどいた
玄関。

取材中は始終気さくに話しをしてくださり、寮母さんの温かいお人柄が伝わるインタビューでした。
色 な々お話を聞かせていただきありがとうございました。これからも大覚寺女子寮について定期的
にお話しをうかがっていきたいと思います。（広報室）

寮
生
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
、寮
生
活
で

感
じ
た
事
い
ろ
い
ろ…

・
友
達
が
す
ぐ
で
き
る

・
三
食
し
っ
か
り
と
れ
る
の
で
規
則
正
し

　
く
な
っ
た

・
ご
飯
が
お
い
し
い
が
、少
し
量
が
多
い

・
門
限
が
早
い

・
大
学
か
ら
少
し
遠
い

・
寮
母
さ
ん
も
い
て
く
れ
る
の
で
安
全
、安
心

・
朝
起
き
る
の
が
早
く
な
っ
た

・
シ
ャ
ワ
ー
室
が
欲
し
い

・
帰
っ
た
ら
お
風
呂
が
沸
い
て
い
る
の
が
う 

　れ
し
い


